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第第１１１１回回大大都都市市交交通通セセンンササスス
調調査査結結果果概概要要  
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「大都市交通センサス」は、首都圏、中京圏、近畿圏の三大都市圏における鉄道、バス等の公共交通機

関の利用実態を把握し、公共交通施策の検討に資する基礎資料の提供を目的として、昭和３５年以来５年

ごとに実施してきました。 

このパンフレットは、平成２２年に実施した第１１回大都市交通センサスで得られた調査結果のうち、主な

ものについて概要版としてとりまとめたものです。 

本調査の実施にあたり、アンケート調査へのご協力をいただきました利用者の皆様をはじめ、関係団

体、事業者等各位にあらためてお礼を申し上げます。 
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目次 

実実態態調調査査のの概概要要  
調査実施期間 ： 平成２２年１０月～１１月 

３０事業者 １１事業者 ２１事業者

５２０駅 １７０駅 ３８８駅

２１２，９７１票 ２７，６４２票 ９７，０５９票

（１７．０％） （１８．６％） （１４．０％）

３３事業者 １１事業者 ２２事業者

１２７路線 ４７路線 ９６路線

１３事業者 ５事業者 １０事業者

４６路線 １９路線 ３５路線

４１事業者 １５事業者 ２５事業者

２４ターミナル １０ターミナル １７ターミナル

２３，００９票 ３，０７３票 ７，５７６票

（１７．８％） （２０．２％） （１７．６％）

バス・路面電車OD調査 ４１事業者 １５事業者 ２５事業者 バス停留所間乗降人員

バス・路面電車輸送サー
ビス実態調査

４１事業者 １５事業者 ２５事業者 バス停留所間輸送力

乗換え施設実態調査
（鉄道駅乗換え） ４７５駅 １０７駅 ３１６駅

（バス・鉄道乗換え） ２４ターミナル １０ターミナル １７ターミナル

実態調査名

鉄道定期券・普通券等
利用者調査

アンケート票回収数
（回収率）

鉄道OD調査

鉄道輸送サービス実態
調査

バス・路面電車定期券・
普通券等利用者調査

アンケート票回収数
（回収率）

主な調査内容
調査対象

首都圏 中京圏 近畿圏

定期券発売枚数
鉄道利用者アンケート

駅間乗降人員

駅間断面輸送力

定期券発売枚数
バス・路面電車利用者アンケート

乗換え経路の概要と乗換え距離、
乗換時間
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調調査査対対象象圏圏域域  

大都市交通センサスは、首都圏、中京圏、近畿圏の三大都市圏で実施しています。各都市圏では、以下

に示す都府県にまたがる地域を調査対象圏域に設定しています。 

首 都 圏 東京都、神奈川県、埼玉県、 

千葉県、茨城県、群馬県、 

栃木県、山梨県 

近 畿 圏 

中 京 圏 

大阪府、兵庫県、京都府、 

奈良県、滋賀県、和歌山県、 

三重県（伊賀市、名張市） 

岐阜県 

愛知県 

三重県 

３０km 

５０km 

７０km 

調査対象圏域 

調査対象圏域 

調査対象圏域 

滋賀県 

京都府 

大阪府 
兵庫県 

三重県 

奈良県 

和歌山県 

３０km 

５０km 

７０km 

神奈川県 

東京都 

埼玉県 

千葉県 

茨城県 

群馬県 

栃木県 

山梨県 

３０km 

５０km 

７０km 

愛知県、岐阜県、 

三重県（北東部） 

参考１） 国勢調査による各圏域の人口は、平成１７年か

ら平成２２年にかけて、以下のように変化してい

ます。 

平成１７年       平成２２年 

首都圏 ： ３５．６百万人 → ３６．６百万人 

中京圏 ：   ９．９百万人 → １０．１百万人 

近畿圏 ： １８．９百万人 → １８．７百万人 
 

（調査対象圏域内の市区町村別人口の合計値） 
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  事業者 路線名 区間 路線長（km） 

新規 

・ 

延伸 

① 横浜市交通局 グリーンライン 日吉～中山 １３.０  

② 株式会社ゆりかもめ 東京臨海新交通臨海線 有明～豊洲 ２.７  

③ 東京地下鉄株式会社 副都心線 池袋～渋谷 ８.９  

④ 東京都交通局 日暮里・舎人ライナー 日暮里～見沼代親水公園 ９.７  

⑤ 京成電鉄株式会社 成田新高速鉄道線 印旛日本医大～成田空港 １９.１  

複々線化 

⑥ 小田急電鉄株式会社 小田急小田原線 和泉多摩川～向ヶ丘遊園 １.４  

⑦ 東京急行電鉄株式会社 東急田園都市線 二子玉川～溝の口 ２.１  

⑧ 東京急行電鉄株式会社 東急東横線 多摩川～日吉 ４.６  

廃止 ⑨ 鹿島鉄道 鹿島鉄道線 石岡～鉾田 ２７.２  

鉄鉄道道ネネッットトワワーーククのの変変化化  

首 都 圏 

調査対象圏域 

A 

① 

③ 

④ 
⑤ 

調査対象圏域内において、前回調査を行った平成１７年から本調査を行った平成２２年にかけて、以下のよ

うに鉄道ネットワークが変わりました（新規開業・延伸、複々線化、複線化、廃止）。 

既存路線     

新規・延伸路線  

廃止路線     

複々線化     

② 

⑥ ⑦ 

⑨ 

３０km 

５０km 

７０km 

A 

参考１） 平成１７年から平成２２年にかけてネットワークが変わった

箇所を示しています。 

⑧ 
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  事業者 路線名 区間 路線長（km） 

複線化 
① 名古屋鉄道株式会社 西尾線 西尾口～西尾 ０.６  

② 名古屋鉄道株式会社 西尾線 桜井～南桜井 ２.０  

廃止路線 
③ 桃花台新交通株式会社 桃花台線 小牧～桃花台東 ７.４  

④ 名古屋鉄道 モンキーパークモノレール線 犬山遊園～動物園 １.２  

中 京 圏 

調査対象圏域 

既存路線     

廃止路線     

複線化      
① 

③ 

④ 

② 

３０km 

５０km 

７０km 

B 

B 

C 

C 

参考１） 平成１７年から平成２２年にかけ

てネットワークが変わった箇所を

示しています。 

参考２） 中京圏においては新規・延伸箇

所の路線はありません。 
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  事業者 路線名 区間 路線長（km） 

新規 

・ 

延伸 

① 大阪高速鉄道株式会社 
国際文化公園都市モ

ノレール線 
阪大病院前～彩都西 ４.２  

② 大阪市交通局 今里筋線 井高野～今里 １１.９  

③ 京阪電気鉄道株式会社 中之島線 中之島～天満橋 ３.０  

④ 阪神電気鉄道株式会社 阪神なんば線 西九条～大阪難波 ３.８  

⑤ 西日本旅客鉄道株式会社 おおさか東線 放出～久宝寺 ９.２  

⑥ 神戸新交通株式会社 ポートアイランド線 市民広場～神戸空港 ４.３  

⑦ 近畿日本鉄道株式会社 けいはんな線 生駒～学研奈良登美ケ丘 ８.６  

⑧ 京都市交通局 東西線 二条～太秦天神川 ２.４  

複線化 ⑨ 神戸新交通株式会社 ポートアイランド線 中公園～市民広場 １.０  

廃止 ⑩ 三木鉄道株式会社 三木線 三木～厄神 ６.６  

近 畿 圏 

調査対象圏域 

既存路線     

新規・延伸路線  

廃止路線     

複線化      

① 

③ 

④ 

② 

⑥ 

⑦ 

⑤ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

３０km 

５０km 

７０km 

D 

D 

参考１） 平成１７年から平成２２年にかけてネット

ワークが変わった箇所を示しています。 
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＜参考＞ ＩＣカード導入等の時期 

 

■ 平成１７年から平成２２年にかけて、ＩＣカード乗車券の種類・利用範囲が拡大しました。 

■ 首都圏、中京圏、近畿圏において、平成２２年１１月時点で使用可能であった主なＩＣカード乗車券

としては、以下のものがあります。 

首都圏  … 「Ｓｕｉｃａ」 （東日本旅客鉄道株式会社） 

「ＰＡＳＭＯ」 （株式会社パスモ） 

中京圏  … 「ＴＯＩＣＡ」 （東海旅客鉄道株式会社） 

近畿圏  …  「ＩＣＯＣＡ」 （西日本旅客鉄道株式会社） 

「ＰｉＴａＰａ」 （株式会社スルッとＫＡＮＳＡＩ） 

 

首都圏 

平成 13年 11月  非接触型ＩＣカード乗車券「Ｓｕｉｃａ」サービス開始 

平成 19年 3月  非接触型ＩＣカード乗車券「ＰＡＳＭＯ」サービス開始、 

  「Ｓｕｉｃａ」と「ＰＡＳＭＯ」の相互利用開始 

中京圏 

平成 18年 11月  非接触型 ICカード乗車券「ＴＯＩＣＡ」サービス開始 

 

（参考）ＩＣカード乗車券「ｍａｎａｃａ」（株式会社名古屋交通開発機構及び株式会社エムアイシー）

は平成２３年２月サービス開始であり、平成２２年１１月に実施した今回調査には含まれていま

せん。（平成２４年４月より「ＴＯＩＣＡ」と「ｍａｎａｃａ」の相互利用も開始） 

近畿圏 

平成 15年 11月  非接触型ＩＣカード乗車券「ＩＣＯＣＡ」サービス開始 

平成 16年 8月  非接触型ＩＣカード乗車券「ＰｉＴａＰａ」サービス開始 

平成 18年 1月 「ＩＣＯＣＡ」・「ＰｉＴａＰａ」相互利用開始 

平成 20年 3月  大阪市交通局で「ＰｉＴａＰａ」を使用した割引サービス「マイスタイル」（あら 

かじめ登録した区間について、定期運賃並みの上限額等の設定があり、定期券の代替 

となりうる券種）開始。 

※（ ）内はＩＣカードの発行会社 
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  事業者別の輸送人員を合計した鉄道の総輸送人員は、以下のように変化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

券種別鉄道総輸送人員（平日） 

調調査査結結果果のの概概要要  

１１．．三三大大都都市市圏圏ににおおけけるる鉄鉄道道輸輸送送のの変変化化          

■ 総輸送人員は、平成１７年から平成２２年にかけて、首都圏と中京圏では増加し、近畿圏

では減少しています。 

■ 定期券と普通券の券種構成は、平成１７年から平成２２年にかけて、首都圏と中京圏で

はほとんど変化がありませんが、近畿圏では普通券の利用割合が増加しています。注１） 

参考１） （ ）内は券種構成割合（％）です。 

参考２） 定期券は「鉄道定期券・普通券等利用者調査」、普通券は「鉄道 OD 調査」より集計しました。なお、普通券

には回数券や敬老パス等の定期外の乗車券を含みます。 

参考３） 総輸送人員は事業者別輸送人員の合計であり、１人が複数事業者を利用した場合は、それぞれの事業者

毎に輸送人員として積算しています。 

参考４） 平成１２年調査までは定期券利用者のみを対象としているため、平成１７年調査以降で比較しています。 
 

注１） 区間指定割引等の適用者数：IC カード PiTaPa を利用した「区間指定割引」及び「マイスタイル」（あらかじめ登

録された区間について、利用回数に応じた割引や定期運賃並みの上限額等の設定があり、定期券の代替とな

りうる券種）のサービス適用者数を各提供事業者にヒアリングしています。上図中に記載している適用者は、

往復利用すると想定して適用者を２倍した数値となっています。これらのサービスの利用者が増えたことによ

り、近畿圏での普通券の利用割合が増えたものと考えられます。 

① 総輸送人員の変化 

25.2 25.7

1.9 1.9
7.7 7.1

14.3 15.1

1.2 1.2

5.1 5.5
3.0 3.1

12.9 12.6

0 

10 

20 

30 

40 

50 

H17 H22 H17 H22 H17 H22

鉄
道
総
輸
送
人
員
（
百
万
人
／
日
）

(37%)

(63%)

(62%)
(38%)(38%)

(40%)

40.7

(56%)

(44%)

定期券

普通券

40.739.5

(64%)

(62%)

(60%)

(36%) 区間指定割引等注１） 

割引適用数（内数） ：0.5（百万人/日） 

首都圏 中京圏 近畿圏 
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鉄道定期券の利用者数と販売枚数は、以下のように変化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 首都圏においては、利用者数が平成１７年から平成２２年にかけて減少しています。 

■ 中京圏においては、利用者数が平成１７年から平成２２年にかけて増加しています。 

■ 近畿圏においては、利用者数が平成１７年から平成２２年にかけて減少しています。 

② 鉄道定期券利用者数・販売枚数の変化 

圏域別にみた鉄道定期券販売枚数の推移 

参考１） 定期券利用者数は「鉄道定期券・普通券等利用者調査」を基に、通勤・通学定期券保有者を拡大した

結果を集計して保有者数を推計したものです。拡大率は駅別定期券販売枚数を基に推計しています。 

参考２） 定期券販売枚数は「鉄道定期券販売実績」より集計した調査対象圏域内で有効な定期券販売枚数の

合計値です。 

参考３） 近畿圏における区間指定割引等の券種利用者については定期券には含まれていません。 
 

注１） 平成１２年調査までは定期券利用者への調査方法が異なるため、利用者数の推移については、平成１７

年調査以降で比較しています。 

 

圏域別にみた鉄道定期券利用者数の推移 

6.8
7.5

6.8

0.5 0.5 0.6

2.5 2.4 2.2

2.0
2.0

1.7
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２２年

平成

１２年

平成

１７年

平成

２２年

平成

１２年

平成

１７年

平成

２２年

首都圏 中京圏 近畿圏

定
期
券
販
売
枚
数
（
百
万
枚
）

9.5
8.8 通学

通勤

8.5

6.3 6.3

0.4 0.5
1.9 1.8

1.7 1.6

0.3 0.3

0.6 0.6
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２２年
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１２年

平成

１７年

平成

２２年

首都圏 中京圏 近畿圏

定
期
券
利
用
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数
（
百
万
人
／
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・
片
道
）

8.1
通学

通勤
7.9

注１） 注１） 注１） 
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各圏域の中心都市（東京都２３区、名古屋市、大阪市）を着地とする周辺都府県からの鉄道定期券利用者

の通勤・通学流動は、以下のように変化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県 
出発合計 

1,194,901 

750,438 

神奈川県 
出発合計 

2,010,834 

870,776 

596,334 

861,578 

64,075 

東京都多摩部 
出発合計 

1,023,277 

山梨県 
出発合計 

6,667 

埼玉県 
出発合計 

1,405,983 

茨城県 
出発合計 

122,967 

群馬県 
出発合計 

1,995 

栃木県 
出発合計 

13,977 

7,337 
798 

866 

東京都 23区 
到着合計 4,909,821 

23区内交通量 
1,745,813 

13.0% 

52.1% 

52.5% 
40.0% 

58.3 

% 
62.8 

% 

43.3 

% 

61.3 

% 

■ 東京都多摩部、埼玉県、千葉県、茨城県、栃木県では、交通流動の６割以上が東京都区

部に向かっています。 

■ 全体的にその構成比は、平成１７年から平成２２年にかけて増加傾向がみられます。 

③ 通勤・通学交通流動 

首 都 圏 

東京２３区を着地とした 

通勤・通学流動図（首都圏） 

参考１） 通勤・通学交通流動は、「鉄道定期券・普通券等利用者調査」より移動目的を通勤・通学（片道のみ、帰宅は

含まない）とした定期券利用者（拡大後）の出発地及び目的地を集計しました。 

 

 
凡例 

単位：人 / 日・片道 

各都県から 23 区 
への移動量 

各都県からの出発合 
計に対する構成比 

 

千葉県 
出発合計 

1,106,198 

721,608 

神奈川県 
出発合計 

1,969,041 

926,825 

582,307 

802,696 

68,737 

東京都多摩部 
出発合計 

957,421 

山梨県 
出発合計 

4,829 

埼玉県 
出発合計 

1,294,262 

茨城県 
出発合計 

101,802 

群馬県 
出発合計 

1,857 

栃木県 
出発合計 

13,239 

8,777 
726 

843 

東京都 23区 
到着合計 4,878,580 

23 区内交通量 
1,751,856 

17.5% 

60.8 

% 

67.5% 

66.3% 
39.1% 

65.2 

% 

47.1 

% 

62.0 

% 

平成 22年 

平成 17年 
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愛知県 

（名古屋市以外） 
出発合計 

345,520 

岐阜県 
出発合計 

84,661 

三重県 
出発合計 

61,122 

名古屋市 
到着合計 431,731 

名古屋市交通量 
129,024 

223,255 

47,500 

28,948 

64.6% 

56.1 

% 

47.4 

% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 京 圏 

■ 愛知県および岐阜県では、交通流動の５割以上が名古屋市に向かっています。 

■ 全体的にその構成比は、平成１７年から平成２２年にかけて減少傾向がみられます。 

名古屋市を着地とした 

通勤・通学流動図（中京圏） 

参考１） 通勤・通学交通流動は、「鉄道定期券・普通券等利用者調査」より移動目的を通勤・通学（片道のみ、帰宅は

含まない）とした定期券利用者（拡大後）の出発地及び目的地を集計しました。 

 

 
凡例 

単位：人 / 日・片道 

各県から名古屋市 
への移動量 

各県からの出発合 
計に対する構成比 

 

 

 

 

58.7% 

愛知県 

（名古屋市以外） 
出発合計 

359,995 

岐阜県 
出発合計 

82,429 

三重県 
出発合計 

59,825 

52.6 

% 

39.8 

% 

名古屋市 
到着合計 426,287 

名古屋市交通量 
147,789 

211,333 

43,366 

23,799 

平成 17年 

平成 22年 
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兵庫県 
出発合計 

669,796 

202,325 

京都府 
出発合計 

241,658 
滋賀県 
出発合計 

119,126 

奈良県 
出発合計 

228,684 

和歌山県 
出発合計 

23,558 

三重県 
出発合計 

11,357 

大阪府 

（大阪市以外） 
出発合計 

930,514 

49,177 

15,679 

5,115 

123,992 

511,457 

45.0% 

13.2% 

33.8% 

大阪市 
到着合計 1,090,140 

大阪市内交通量 
169,789 

7,966 

30.2 

% 

55.0 

% 

54.2 

% 

20.3% 

近 畿 圏 

■ 京都府、兵庫県は府県内の政令指定都市（京都市、神戸市）に向かう交通流動も多く、

大阪市内への交通流動の構成比は、約２割～約３割となっています。 

■ 大阪市周辺地域から大阪市内へ向かう交通流動の構成比は、全体的に減少傾向が

みられます。注１） 

大阪市を着地とした 

通勤・通学流動図（近畿圏） 

参考１） 通勤・通学交通流動は、「鉄道定期券・普通券等利用者調査」より移動目的を通勤・通学（片道のみ、帰宅は

含まない）とした定期券利用者（拡大後）の出発地及び目的地を集計しました。 

注１）  ＩＣ乗車券による区間指定割引等は定期券外としており、上記の通勤・通学流動にも含まれません。 

 

 
凡例 

単位：人 / 日・片道 

各府県から大阪 
市への移動量 

各府県からの出発合 
計に対する構成比 

 

 

 

兵庫県 
出発合計 

664,728 

200,772 

30.2 

% 

京都府 
出発合計 

217,463 
滋賀県 
出発合計 

109,763 

奈良県 
出発合計 

185,653 

和歌山県 
出発合計 

21,661 

三重県 
出発合計 

8,435 

大阪府 

（大阪市以外） 
出発合計 

821,719 

43,943 

15,060 

4,764 

86,867 

436,299 

53.1 

% 46.8 

% 

56.5% 

20.2% 

13.7% 

29.7% 

大阪市 
到着合計 953,452 

大阪市内交通量 
155,167 

6,430 

平成 22年 

平成 17年 
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各圏域での鉄道の利用状況について、各路線（区間）での輸送量は以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線別・区間別輸送量（首都圏、終日） 

 

④ 路線別（区間別）輸送量 

■ 首都圏では、山手線や山手線に接続する路線で終日５０万人以上の区間があります。

また、中心（東京駅）から３０ｋｍ圏内に終日２５万人以上の輸送量のある区間が多くあ

り、５０ｋｍ圏内に終日１０万人以上の輸送量のある区間があります。 

 

首 都 圏 

 凡例 

0～ 5 万人／日 

5～10 万人／日 

10～25 万人／日 

25～50 万人／日 

50～50 万人／日 

30 ㎞ 

50 ㎞ 

参考１） 定期券は「鉄道定期券・普通券等利用者調査」、普通券は「鉄道 OD調査」より集計しました。 

参考２） 路線別・区間別輸送量は、上り下り別の交通量のうち多い方向の交通量を表示しています。また、同一

事業者の並行路線は、合わせた値を表示しています（例：東海道本線、京浜東北線の品川～横浜区間

等）。 

参考３） 路線別最大区間輸送量の上位５路線は、各路線の方向別輸送量が最大となる区間について路線毎に

比較したものであり、ここでは並行路線の輸送量は合算していません。なお、アンケート調査等を基に集

計した輸送量であるため、実際の輸送人員数やその順位と一致しない場合があります。 

路線名 （最大区間） 輸送人員数

山手線 (原宿→代々木) 52.8 

中央本線 (新宿→大久保) 44.2 

小田急小田原線 (世田谷代田→下北沢) 43.0 

京王線 (新宿→初台) 40.7 

総武線(各停) (秋葉原→浅草橋) 38.2 

路線別最大区間輸送量の上位５路線 （単位：万人／日） 

全域 

中心部 
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路線別・区間別輸送量（中京圏、終日） 

中 京 圏 

 凡例 

0～ 5 万人／日 

5～10 万人／日 

10～25 万人／日 

25～50 万人／日 

50～50 万人／日 

路線名 （最大区間） 輸送人員数

東山線 (伏見→名古屋) 14.7 

名鉄名古屋本線 (神宮前→金山) 13.1 

中央本線 (千種→大曽根) 8.2 

名城線 (上前津→矢場町) 8.1 

東海道本線 (熱田→金山) 7.3 

路線別最大区間輸送量の上位５路線 （単位：万人／日） 

■ 中京圏では、東山線、名鉄名古屋本線で終日１０万人以上の区間があります。また、

中心（名古屋駅）から３０ｋｍ圏内に終日５万人以上の輸送量のある区間があります。 

参考１） 定期券は「鉄道定期券・普通券等利用者調査」、普通券は「鉄道 OD調査」より集計しました。 

参考２） 路線別・区間別輸送量は、上り下り別の交通量のうち多い方向の交通量を表示しています。また、同一

事業者の並行路線は、合わせた値を表示しています（例：東海道本線、中央本線の名古屋～金山区間

等）。 

参考３） 路線別最大区間輸送量の上位５路線は、各路線の方向別輸送量が最大となる区間について路線毎に

比較したものであり、ここでは並行路線の輸送量は合算していません。なお、アンケート調査等を基に集

計した輸送量であるため、実際の輸送人員数やその順位と一致しない場合があります。 

30 ㎞ 

10 ㎞ 

全域 

中心部 
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路線別・区間別輸送量（近畿圏、全域、終日） 

 

 

 

 

近 畿 圏 

 凡例 

0～ 5 万人／日 

5～10 万人／日 

10～25 万人／日 

25～50 万人／日 

50～50 万人／日 

参考１） 定期券は「鉄道定期券・普通券等利用者調査」、普通券は「鉄道 OD調査」より集計しました。 

参考２） 路線別・区間別輸送量は、上り下り別の交通量のうち多い方向の交通量を表示しています。また、同一

事業者の並行路線は、合わせた値を表示しています（例：東海道本線、福知山線の大阪～尼崎区間

等）。 

参考３） 路線別最大区間輸送量の上位５路線は、各路線の方向別輸送量が最大となる区間について路線毎に

比較したものであり、ここでは並行路線の輸送量は合算していません。なお、アンケート調査等を基に集

計した輸送量であるため、実際の輸送人員数やその順位と一致しない場合があります。 

■ 近畿圏では、御堂筋線および阪急電鉄の一部区間で終日２５万人以上の区間がありま

す。また、中心（大阪駅）から５０ｋｍ圏内に終日１０万人以上の輸送量のある区間があ

ります。 

30 ㎞ 

50 ㎞ 

全域 

中心部 

路線名 （最大区間） 輸送人員数

御堂筋線 (梅田→淀屋橋) 31.9 

京阪本線 (京橋→野江) 21.7 

東海道本線 (新大阪→大阪) 18.9 

山陽本線 (兵庫→新長田) 17.7 

阪急宝塚本線 (十三→三国) 17.0 

路線別最大区間輸送量の上位５路線 （単位：万人／日） 
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鉄道定期券利用者のアクセス（自宅から駅）の端末交通手段の構成割合は、以下のように変化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス端末交通手段構成割合 

57.4 

53.8 

54.8 

徒歩

22.7 

24.5 

22.8 

自転車

2.9 

4.0 

4.5 

バイク

4.6 

4.7 

3.8 

車（送迎）

2.2 

2.6 

1.8 

車（その他）

10.0 

10.2 

12.0 

バス・路面電車

0.2 

0.2 

0.4 

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成22年

平成17年

平成12年

38.3 

34.3 

37.9 

徒歩

31.9 

34.8 

30.9 

自転車

1.6 

2.4 

3.5 

バイク

11.2 

11.3 

8.6 

車（送迎）

6.7 

8.2 

7.2 

車（その他）

10.1 

8.9 

11.7 

バス・路面電車

0.1 

0.2 

0.2 

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成22年

平成17年

平成12年

64.8 

60.7 

59.1 

徒歩

18.3 

20.1 

19.0 

自転車

1.1 

1.6 

2.0 

バイク

3.8 

3.6 

3.8 

車（送迎）

1.5 

1.9 

1.7 

車（その他）

10.4 

11.8 

14.1 

バス・路面電車

0.2 

0.3 

0.3 

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成22年

平成17年

平成12年

■ 首都圏と近畿圏のアクセス交通手段は、徒歩が約６割、自転車が約２割となってお

り、同様の傾向を示しています。 

■ 中京圏は他の圏域と比べて、徒歩の割合が低く、自転車の利用割合が高くなってい

ます。また、自動車の利用割合も高くなっています。 

⑤－１ 自宅から駅までの交通手段構成割合の変化 

参考１） アクセス端末交通手段の構成割合は、「鉄道定期券・普通券等利用者調査」より移動目的を通勤・通学（片

道のみ、帰宅は含まない）とした定期券利用者（拡大後）の自宅から駅までのアクセス端末交通手段を集計し

ました。 

 

首 都 圏 

中 京 圏 

近 畿 圏 
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鉄道定期券利用者のイグレス（駅から勤務先等）の端末交通手段の構成割合は、以下のように変化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イグレス端末交通手段構成割合 

 

 

 

85.5 

84.6 

84.5 

徒歩

3.9 

4.2 

4.0 

自転車

0.3 

0.3 

0.5 

バイク

1.6 

1.5 

1.7 

送迎バス

8.1 

8.2 

8.2 

バス・路面電車

0.7 

1.1 

1.1 

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成22年

平成17年

平成12年

77.3 

77.7 

76.9 

徒歩

7.3 

7.7 

6.7 

自転車

0.1 

0.3 

0.5 

バイク

3.5 

3.3 

3.8 

送迎バス

10.5 

8.9 

10.6 

バス・路面電車

1.3 

1.9 

1.5 

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成22年

平成17年

平成12年

90.1 

88.7 

86.4 

徒歩

1.5 

1.9 

1.9 

自転車

0.0 

0.1 

0.3 

バイク

1.3 

1.3 

1.8 

送迎バス

6.5 

7.4 

8.8 

バス・路面電車

0.5 

0.7 

0.8 

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成22年

平成17年

平成12年

参考１） イグレス端末交通手段の構成割合は、「鉄道定期券・普通券等利用者調査」より移動目的を通勤・通学（片

道のみ、帰宅は含まない）とした定期券利用者（拡大後）の駅から勤務先・学校までのイグレス端末交通手段

を集計しました。 

 

■ 首都圏と近畿圏のイグレス交通手段は、徒歩が約９割を占めており、同様の傾向を示

しています。 

■ 中京圏は他の圏域と比べて、徒歩の割合が低く、自転車および送迎バスの利用割合

が高くなっています。 

 

⑤－２ 駅から勤務先等までの交通手段構成割合の変化 

首 都 圏 

中 京 圏 

近 畿 圏 
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鉄道定期券利用者の平均所要時間（自宅から駅までのアクセス時間および、駅から勤務先等へのイグレ

ス時間を含む）は、以下のように変化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 通勤・通学時間の変化 

首 都 圏 

中 京 圏 

近 畿 圏 

■ 通勤時間は、３圏域とも平成１２年から増加傾向が続いています。 

■ 通学時間は、首都圏では平成１２年から平成１７年にかけて減少しましたが、平成２２

年は増加しています。中京圏と近畿圏では平成１２年から平成１７年にかけて増加しま

したが、平成２２年は減少しています。 

通勤通学時間の変化 

参考１） 通勤・通学時間は、「鉄道定期券・普通券等利用者調査」より通勤・通学（片道のみ、帰宅は含まない）とした

定期券利用者（拡大後）の出発地からの出発時刻及び目的地への到着時刻より集計しました。 

 

73.0 72.1 

77.0 

68.2 68.0 
70.4 

66.9 66.9 
68.7 

55.0 

60.0 

65.0 

70.0 

75.0 

80.0 

85.0 

平成１２年 平成１７年 平成２２年

所
要
時
間
（
分
）

通学 合計 通勤

72.6 73.1 
71.8 
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鉄道の通勤定期券利用者における、時間帯別の自宅出発前、移動中、通勤先の３区分比率と始業時間の

構成比は、以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

通勤移動割合と始業時間構成比 

 

 

⑦ 時刻別にみた通勤移動割合 

首 都 圏 

中 京 圏 

近 畿 圏 

■ ３圏域とも７：００時点では約７割がまだ自宅にいます。そして８：００時点では約６割が

移動中になります。９：００時点になると、中京圏では９割が勤務先に到着しています

が、首都圏と近畿圏ではまだ約８割にとどまっています。 

■ 始業時間の構成比も、中京圏では８時３０分～９時がピークであるのに対し、首都圏と

近畿圏は９時～９時３０分がピークになっています。 

 

参考１） 通勤移動割合と始業時間構成比は、「鉄道定期券・普通券等利用者調査」より通勤・通学（片道のみ、帰宅は

含まない）とした定期券利用者（拡大後）の出発地からの出発時刻及び目的地への到着時刻より集計しました。 
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バス・路面電車の定期券販売枚数は、以下のように変化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２．．三三大大都都市市圏圏ににおおけけるるババスス・・路路面面電電車車輸輸送送のの変変化化          

■ バス・路面電車の定期券販売枚数は、平成１２年から平成１７年にかけては３圏域とも

減少し、平成１７年から平成２２年にかけて、首都圏と中京圏では増加していますが、

近畿圏では減少しています。 

 

参考１） 「バス・路面電車定期券発売実績」より集計しました。 

参考２） 各年度の調査対象事業者から報告のあった定期券販売枚数の合計値を積算しました。そのため、

２枚保有者を考慮していないなど、実際の利用者数とは一致しません。 

参考３） バス・路面電車定期券・普通券等利用者調査は、利用者アンケート回答者のみを集計しているた

め、利用者全数についての集計はできません。 

 

① バス・路面電車定期券販売枚数の変化 

圏域別にみたバス・路面電車定期券販売枚数の推移 
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 通勤・通学目的でのバス・路面電車と鉄道との乗り継ぎ状況は、以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターミナル別にみた鉄道乗り継ぎバス利用者数（首都圏、鉄道定期券利用者） 

 

 

 

 

② バス路面電車と鉄道との乗り継ぎ状況 

■ 首都圏では、中央線や東海道線を中心として、東京都多摩部と神奈川県に乗り継ぎ利

用者数が多い駅が集まっています。 

■ 中京圏では、岐阜駅での乗り継ぎ利用者数が特に多くなっています。 

■ 近畿圏では、高槻駅での乗り継ぎ利用者数が特に多くなっています。 

首 都 圏 

参考１） 鉄道乗り継ぎバス利用者数は、「鉄道定期券・普通券等利用者調査」より、１回目の鉄道利用として記載された通

勤あるいは通学目的の鉄道利用について、バス・路面電車をアクセスまたはイグレスに利用した人数を集計しまし

た。首都圏の図には、乗り継ぎ利用者数が 5,000［人／日・片道］以上のターミナルを表示しています。 

50 ㎞ 
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人員 
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（ ）内の数値は 

乗り継ぎ利用者数 

  （単位：千人／日・片道） 
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ターミナル別にみた鉄道乗り継ぎバス利用者数（中京圏、鉄道定期券利用者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ターミナル別にみた鉄道乗り継ぎバス利用者数（近畿圏、鉄道定期券利用者） 

 

 

 

 

参考１） 鉄道乗り継ぎバス利用者数は、「鉄道定期券・普通券等利用者調査」より、１回目の鉄道利用として記載された通

勤あるいは通学目的の鉄道利用について、バス・路面電車をアクセスまたはイグレスに利用した人数を集計しまし

た。中京圏及び近畿圏の図中には、乗り継ぎ利用者数が 2,500［人／日・片道］以上のターミナルを表示しています。 

中 京 圏 

近 畿 圏 

50 ㎞ 

30 ㎞ 

30 ㎞ 

10 ㎞ 

(13.5) 

(8.8) 

(7.4) 

(6.5) 

(5.0) 

(5.2) 
(4.5) 

(3.3) 

(2.8) 

(2.6) 

(3.5) 

(7.8) 
(6.4) 

(6.7) 

(14.2) 

(5.9) 

(6.2) 

(3.8) 

(4.7) (8.3) 
(7.8) 

(7.6) 

(8.4) 

(6.7) 
(6.7) 

(8.8) (10.5) 

(5.6) 

(6.4) 
(8.2) (3.4) 

天王寺 

アクセス 

端末乗車 

人員 

凡  例 

イグレス 

端末乗車 

人員 

アクセス 

端末乗車 

人員 

（単位：人／日・片道） 

15,000 

10,000 

5,000 

（ ）内の数値は 

乗り継ぎ利用者数 

  （単位：千人／日・片道） 

凡  例 

イグレス 

端末乗車 

人員 

（単位：人／日・片道） 

15,000 

10,000 

5,000 

（ ）内の数値は 

乗り継ぎ利用者数 

  （単位：千人／日・片道） 
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 バス・路面電車利用者の利用目的別の利用券種構成は、以下のように変化しています。なお、平成２２年調

査から券種の調査項目にＩＣカードを追加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 各圏域のＩＣカード利用の普及状況に応じて、回数券・バスカードの割合が減少してい

ます。特に首都圏では、通勤目的・私事目的ともに、平成２２年において回数券・バスカ

ードのほとんどの利用者がＩＣカードへ移行しています。 

③ バス・路面電車の利用券種構成 

           目的別利用券種構成割合 

参考１） 目的別利用券種構成割合は、「バス・路面電車定期券・普通券利用者調査」より移動目的別に利

用券種を集計しました。 
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 鉄道駅での乗換えにおける、乗換時間（電車の待ち時間は含まない）と移動距離、歩行速度注１）は、以下

のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．三三大大都都市市圏圏ににおおけけるる乗乗換換ええ移移動動のの状状況況          

■ 乗換え時間をピーク時とオフピーク時で比較すると、ピーク時の方が３圏域とも１分程

度長くなっています。近畿圏の乗換え時間がピーク時・オフピーク時とも最も長くなって

います。 

■ 水平方向移動距離は、中京圏が約１７２ｍと最も短く、最も長い首都圏よりも約１００ｍ

短くなっています。上下方向移動距離についても、中京圏が約１０ｍと最も短く、最も長

い首都圏よりも約３ｍ短くなっています。 

■ 歩行速度は、ピーク時にはオフピーク時よりも１０ｍ／分程度遅くなっています。 中京

圏の歩行速度が、ピーク時・オフピーク時とも最も遅くなっています。 

① 鉄道乗換えにおける移動の状況 

向 

乗換え時間、歩行速度（ピーク時、オフピーク時） 

水平方向移動距離、上下方向移動距離 

参考１） 

「乗換え施設実態調査」より 

ピーク、オフピーク時の両方

が測定対象となっている乗換

えパターンで集計したもので

す。（全圏域の合計ターミナ

ル数 140、合計パターン数

343） 
 

参考２） 

ピークは各駅の最混雑１時間

の時間帯、オフピークは１１

時～１６時の時間帯を示して

います。 
 

注１） 

乗換時間および移動距離

は、乗換え時に降車したホー

ム中央から、次の電車に乗

車したホーム中央までの所要

時間および上下・水平方向の

移動距離です。 

歩行速度は、乗換時間と水

平方向移動距離より算定して

います。 
 

参考３） 

「乗換え施設実態調査」より、

全ターミナルのパターンで集計

したものです。階段の踏面寸

法３１cm、け上げ寸法１５cm と

想定しています。（全圏域の合

計ターミナル数 526、合計パタ

ーン数 3,076） 
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 バスと鉄道との乗換えにおける、乗換時間（バス・電車の待ち時間は含まない）と移動距離は、以下のよう

になっています。 
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■ バスと鉄道の乗換時間は、バスから鉄道、鉄道からバスともに首都圏が最も長く、近畿

圏が最も短くなっています。 

■ バスから鉄道の乗換距離は、上下方向と水平方向ともに、首都圏が最も長く、近畿圏

が最も短くなっています。 

② バス・鉄道乗換えにおける移動の状況 

向 

バスと鉄道の乗換時間 

バスから鉄道への乗換え移動距離 

参考３） 

「乗換え施設実態調査」より、

全ターミナルのパターンで集

計したものです。階段の踏面

寸法３１cm。け上げ寸法１５

cm と想定しています。 

（「バス→鉄道」全圏域の合計

ターミナル数：51、合計パター

ン数：932） 

 

参考１） 

「乗換え施設実態調査」より、

全調査対象ターミナルの乗換

えパターンで集計したもので

す。 

（「バス→鉄道」全圏域の合計

ターミナル数：51、合計パター

ン数：932、「鉄道→バス」全圏

域の合計ターミナル数：51、合

計パターン数：1,945） 

 

参考２） 

乗換時間および移動距離

は、バス降車場から鉄道改

札口または、鉄道改札口か

らバス乗車場間の所要時

間および上下・水平方向の

移動距離です。 
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関 係 団 体 

ごご協協力力いいたただだいいたた団団体体・・事事業業者者  

社団法人 日本民営鉄道協会 公益社団法人 日本バス協会 社団法人 公営交通事業協会 

鉄 道 事 業 者 

近畿圏（２４社局） 

西日本旅客鉄道株式会社 

近畿日本鉄道株式会社 

南海電気鉄道株式会社 

阪神電気鉄道株式会社 

阪 急 電 鉄 株 式 会 社 

京阪電気鉄道株式会社 

 

大 阪 市 交 通 局 

北大阪急行電鉄株式会社 

神戸高速鉄道株式会社 

山陽電気鉄道株式会社 

神 戸 電 鉄 株 式 会 社 

能 勢 電 鉄 株 式 会 社 

 

水 間 鉄 道 株 式 会 社 

京福電気鉄道株式会社 

大阪府都市開発株式会社 

京 都 市 交 通 局 

神 戸 市 交 通 局 

神 戸 新 交 通 株 式 会 社 

 

叡 山 電 鉄 株 式 会 社 

北 神 急行 電 鉄株 式会 社 

大 阪 高速 鉄 道株 式会 社 

和 歌 山 電 鐵 株 式 会 社 

伊 賀 鉄 道 株 式 会 社 

近 江 鉄 道 株 式 会 社 

 

首都圏（３６社局） 

東日本旅客鉄道株式会社 

東 京 都 交 通 局 

横 浜 市 交 通 局 

東 京 地 下 鉄 株 式 会 社 

京浜急行電鉄株式会社 

小 田 急 電 鉄 株 式 会 社 

京 王 電 鉄 株 式 会 社 

東京急行電鉄株式会社 

西 武 鉄 道 株 式 会 社 

東 武 鉄 道 株 式 会 社 

京 成 電 鉄 株 式 会 社 

山 万 株 式 会 社 

芝 山 鉄 道 株 式 会 社 

新 京 成 電 鉄 株 式 会 社 

秩 父 鉄 道 株 式 会 社 

相 模 鉄 道 株 式 会 社 

関 東 鉄 道 株 式 会 社 

流 鉄 株 式 会 社 

北 総 鉄 道 株 式 会 社 

千葉都市モノレール株式会社 

江 ノ 島 電 鉄 株 式 会 社 

横浜新都市交通株式会社 

多摩都市モノレール株式会社 

株 式 会 社 ゆ り か も め 

東京臨海高速鉄道株式会社 

東葉高速鉄道株式会社 

埼玉高速鉄道株式会社 

横浜高速鉄道株式会社 

首都圏新都市鉄道株式会社 

東京モノレール株式会社 

湘南モノレール株式会社 

埼玉新都市交通株式会社 

小 湊 鐡 道 株 式 会 社 

い す み 鉄 道 株 式 会 社 

箱 根 登山 鉄 道株 式会 社 

伊 豆 箱根 鉄 道株 式会 社 

 

中京圏（１５社局） 

 東海旅客鉄道株式会社 

名 古 屋 市 交 通 局 

名 古 屋 鉄 道 株 式 会 社 

近畿日本鉄道株式会社 

三 岐 鉄 道 株 式 会 社 

豊 橋 鉄 道 株 式 会 社 

愛知環状鉄道株式会社 

株式会社東海交通事業 

名 古 屋 臨 海 高 速 鉄 道 

愛知高速交通株式会社 

樽 見 鉄 道 株 式 会 社 

明 知 鉄 道 株 式 会 社 

長 良 川 鉄 道 株 式 会 社 

伊 勢 鉄 道 株 式 会 社 

養 老 鉄 道 株 式 会 社 

 

 

 

 

首都圏 

一般社団法人東京バス協会 

社団法人埼玉県バス協会 

社団法人千葉県バス協会 

社団法人神奈川県バス協会 
 

中京圏 

社団法人愛知県バス協会 

社団法人岐阜県バス協会 

社団法人三重県バス協会 

 

近畿圏 

近 畿 バ ス 団 体 協 議 会 

 

（順不同） 

（順不同） 
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バス・路面電車事業者 

近畿圏（４９社局） 

近 鉄 バ ス 株 式 会 社 

南 海 バ ス 株 式 会 社 

阪 神 バ ス 株 式 会 社 

大 阪 市 交 通 局 

山陽電気鉄道株式会社 

神 鉄 バ ス 株 式 会 社 

水 間 鉄 道 株 式 会 社 

近 江 鉄 道 株 式 会 社 

西日本ジェイアールバス株式会社 

阪 急 バ ス 株 式 会 社 

大阪空港交通株式会社 

高 槻 市 交 通 部 

金 剛 自 動 車 株 式 会 社 

京 都 市 交 通 局 

京 阪 バ ス 株 式 会 社 

京阪シティバス株式会社 

京阪宇治バス株式会社 

京阪京都交通株式会社 

京 都 バ ス 株 式 会 社 

神 戸 市 交 通 局 

神 姫 バ ス 株 式 会 社 

尼 崎 市 交 通 局 

尼崎交通事業振興株式会社 

伊 丹 市 交 通 局 

明 石 市 交 通 部 

阪急田園バス株式会社 

江 若 交 通 株 式 会 社 

滋 賀 交 通 株 式 会 社 

帝産湖南交通株式会社 

奈 良 交 通 株 式 会 社 

エヌシーバス株式会社 

和 歌 山 バ ス 株 式 会 社 

神姫ゾーンバス株式会社 

阪堺電気軌道株式会社 

南海りんかんバス株式会社 

関西空港交通株式会社 

南海ｳｲﾝｸﾞﾊﾞｽ金岡株式会社 

南海ｳｲﾝｸﾞﾊﾞｽ南部株式会社 

日交シティバス株式会社 

日本城タクシー株式会社 

北 港 観 光 バ ス 株 式 会 社 

京 都 急 行 バ ス 株 式 会 社 

株 式 会 社 ヤ サ カ バ ス 

神 戸 交 通 振 興 株 式 会 社 

六 甲 摩 耶 鉄 道 株 式 会 社 

みなと観光バス株式会社 

三 重 交 通 株 式 会 社 

中 日 臨 海 バ ス 株 式 会 社 

藤 井 寺 市 

 

（順不同） 

中京圏（２５社局） 

 名 古 屋 市 交 通 局 

名 鉄 バ ス 株 式 会 社 

名鉄バス東部株式会社 

名鉄バス中部株式会社 

三 岐 鉄 道 株 式 会 社 

豊 鉄 バ ス 株 式 会 社 

豊 橋 鉄 道 株 式 会 社 

三 重 交 通 株 式 会 社 

八 風 バ ス 株 式 会 社 

岐阜乗合自動車株式会社 

知 多 乗 合 株 式 会 社 

東 濃 鉄 道 株 式 会 社 

名阪近鉄バス株式会社 

北 恵 那 交 通 株 式 会 社 

株式会社岐阜バスコミュニティ 

あ お い 交 通 株 式 会 社 

春 日 井 市 

一 宮 市 

スイトトラベル株式会社 

岐 阜 市 

株式会社日本タクシー 

多 治 見 市 

桑 名 市 

 

 

首都圏（９９社局） 

東 京 都 交 通 局 

横 浜 市 交 通 局 

京浜急行バス株式会社 

羽田京急バス株式会社 

横浜京急バス株式会社 

湘南京急バス株式会社 

京王電鉄バス株式会社 

京 王 バ ス 東 株 式 会 社 

京王バス中央株式会社 

京 王 バ ス 南 株 式 会 社 

京王バス小金井株式会社 

東 急 バ ス 株 式 会 社 

株式会社東急トランセ 

東 武 バ ス 株 式 会 社 

東武バスセントラル株式会社 

東武バスウエスト株式会社 

東武バスイースト株式会社 

京 成 バ ス 株 式 会 社 

習志野新京成バス株式会社 

船橋新京成バス株式会社 

松戸新京成バス株式会社 

相 鉄 バ ス 株 式 会 社 

関 東 鉄 道 株 式 会 社 

小 湊 鐵 道 株 式 会 社 

株式会社江ノ電バス横浜 

株式会社江ノ電バス藤沢 

箱根登山バス株式会社 

伊豆箱根バス株式会社 

ジェイアールバス関東株式会社 

川 崎 市 交 通 局 

小 田 急 バ ス 株 式 会 社 

小田急シティバス株式会社 

関 東 バ ス 株 式 会 社 

国 際 興 業 株 式 会 社 

西 武 バ ス 株 式 会 社 

西武観光バス株式会社 

立 川 バ ス 株 式 会 社 

株式会社シティバス立川 

西 東 京 バ ス 株 式 会 社 

神奈川中央交通株式会社 

株式会社湘南神奈交バス 

株式会社横浜神奈交バス 

株式会社相模神奈交バス 

株式会社藤沢神奈交バス 

株式会社津久井神奈交バス 

川崎鶴見臨港バス株式会社 

千 葉 交 通 株 式 会 社 

日 東 交 通 株 式 会 社 

鴨川日東バス株式会社 

館山日東バス株式会社 

千 葉 中央 バ ス株 式会 社 

東 洋 バ ス 株 式 会 社 

ちばレインボーバス株式会社 

九 十 九里 鉄 道株 式会 社 

都 自 動 車 株 式 会 社 

阪 東 自 動 車 株 式 会 社 

千 葉 海浜 交 通株 式会 社 

ちばシティバス株式会社 

ちばグリーンバス株式会社 

茨城急行自動車株式会社 

大利根交通自動車株式会社 

関 東 自 動 車 株 式 会 社 

富士急湘南バス株式会社 

富士急山梨バス株式会社 

大和観光自動車株式会社 

千 葉 内陸 バ ス株 式会 社 

東京ベイシティ交通株式会社 

平 和 交 通 株 式 会 社 

あ す か 交 通 株 式 会 社 

ちばフラワーバス株式会社 

朝 日 自 動 車 株 式 会 社 

京成タウンバス株式会社 

大 新 東 株 式 会 社 

川越観光自動車株式会社 

国 際 十王 交 通株 式会 社 

群 馬 中央 バ ス株 式会 社 

ジャパンタローズ株式会社 

イ ー グル バ ス株 式会 社 

株 式 会 社 ラ イ フ バ ス 

京成トランジットバス株式会社 

千葉シーサイドバス株式会社 

関鉄パープルバス株式会社 

関鉄グリーンバス株式会社 

関 鉄 観光 バ ス株 式会 社 

株式会社グローバル交通 

京成バスシステム株式会社 

成 田 空港 交 通株 式会 社 

銀 河 鉄 道 株 式 会 社 

港 区 

中 央 区 

北 区 

町 田 市 

川 口 市 

武 蔵 野 市 

立 川 市 

渋 谷 区 

習 志 野 市 

株式会社フジエクスプレス 

日立自動車交通株式会社 

 


